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(1996 年 1 月 07 日のダルシャン) 

訪問者：法にかなった生き方を実践したいと思っています。しかし、私の心は一日中ま

るで猿のように落ち着きがなく、しゃべり過ぎます。落ち着いて、心穏やかになり、も

っとリラックスしていたいと思います。 

スワミジ：法にかなった生き方をしていれば、心は穏やかになる。法とは何かね？ 

訪問者：法とは、全世界、創造世界のすべてを維持しているものです。 

スワミジ：神が創られた世界の法に深く心を集中させ、瞑想すれば、心が猿のようにな

ることはない。 

別の訪問者：私はすべてを捨てて、ここに来ました。 

スワミジ：地球そのものを離れるまでは、すべてを捨てたとは言えない。どこに行こう

とも地球を捨てることはできないのだから、論理的に妥当な発言とはいえない。感情的

な発言であり、論理的な発言ではない。地球上にいながら、すべてを放棄したと言って

いる。しかし、あなたは地球上にいて、地球はあなたから離れていない。地球があなた

から離れていないということは、同じ地球上にいるあなたの家族もあなたから離れてい

ないということだ。あなたは何も放棄などしていないのだから、間違ったことを言って

はいけない。発言を訂正しなさい。誰も何も放棄することはできない。 

この言葉自体が、最終的には何の意味ももたない専門用語でしかない。伝統的な言葉で、

重要な表現に思えるかもしれないが、そこにはなんの意味もない。地球全体とのつなが

りが無くなれば、その時あなたは、すべてを放棄したと言ってもよいだろう。そのよう

なことを口にせず、謙虚で気負わずにいなさい。 

肉体は地球と共にあり、地球と家族はつながっている。誰が何を放棄できるのか？まず

は言葉の意味を理解しなくてはならない。辞書に載っている「放棄」という言葉は知っ

ていても、形而上学的な意味は簡単に理解できない。 

自分自身を放棄することはできるかね？そのようなことが可能かね？ 
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訪問者：私自身を放棄ですか？どういう意味で？ 

スワミジ：あなた自身が何であれ、それを放棄するのだ。あなたは身体的、物理的に放

棄したと思っているが、心は放棄していない。本当に存在するものを放棄することはで

きない。放棄できるのは、存在していないものに限る。幻影や幻想を放棄することはで

きるが、本当に在るものを放棄することはできない。本当に存在するものとは、友愛、

平等、調和の関係を確立しなければならないものだ。よって、家族との関係は友愛、平

等、調和の関係であり、所有するというものではない。家族はあなたの所有物ではない

し、あなたも家族の所有物ではない。家族とは同等、つまり平等の関係であるため、一

方が他方を放棄することはできない。 

この世界についても同様だ。体は、世界を構成している同じ物質で構成されているため、

世界は、あなたの肉体と同等なのだ。したがって、あなたは世界の外にいるのではない。

肉体は五大元素で構成されいるに過ぎず、肉体があるかぎり、世界との関係も続く。放

棄とは、関係を断ち切ることを意味するのではない。本当にそこにあるものとの関係を

断つことは誰にもできない。家族は存在し、世界も在り、肉体も在り、すべてが存在し

ている。真の放棄とは、自己とその他すべてのものとの間に均衡と調和を確立すること

であり、最終的には、宇宙全体と調和のとれている状態のことだ。 

調和は放棄を意味しない。調和とは、存在するものすべてと、言わば一つになることだ。

あなたの意識が、宇宙全体を含む、万物と一つになるので、何も放棄していない。あな

たはすべてとなるのだ。放棄するということと、そのものになるという違いがある。こ

れを理解するのは非常に難しい。あなたが、放棄しようとしているものそのものになっ

たならば、そこに放棄はない。放棄の対象が存在しており、自分の外に在るものだと、

あなたは考えているので、放棄しようと考えるのだが、存在しているものを放棄するこ

とはできない。あなたが存在しているように、あなたが放棄しようとしているものも存

在しているのだから。存在しているものを放棄する権利はあなたにはない。あなたの唯

一の義務は、調和を確立し、沈着な理解をもって存在と一つになることだ。そして、こ

の法則は宇宙全体、そして神にもあてはまる。あなたが存在していると考えるものすべ

てとの普遍的な調和、そして意識の均衡ということだ。これは、何も放棄することなく、

すべてと一つになる霊的な意識だ。 

言っていることが理解できたかね。極端な考えに走ってはいけない。気をつけなさい。 
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別の訪問者：仕事を辞めて内省と瞑想に打ち込みたいと考えています。 

スワミジ：この世界は活動の場であり、精神は内省の場だ。よって世界と精神の両方が

必要だ。誰も、肉体と精神の関係を理解せずに極端な考えに走ることはできない。世界

が存在し、肉体が存在するかぎり、みな働かねばならないが、精神が在るからには、瞑

想もしなければならない。これがバガヴァッド・ギーターの本質だ。すなわち、神の意

識を精神の中心に置き、肉体を維持するために必要な範囲での活動をする。 

別の訪問者：瞑想が麻薬のように危険なものになり得ますか？ 

スワミジ：世俗的な欲望が心にあれば危険のものとなる。この世で満たしたいと願って

いる欲望と、霊的な願望とが衝突し、戦争となるからだ。それは神と悪魔が戦うような

ものだ。世俗的な欲望は悪魔であり、悪魔にも力がある。聖書に出てくる、堕天使ルシ

ファーと神の戦いの話を知っているだろう。ルシファーは敗れたものの、大動乱を引き

起こした。よって、そのような状況が人の心に生じると、それは非常に危険な状態だと

言える。世俗的な欲望がほとんど無くなっていないかぎり、神への道を進むべきではな

い。あなたが言う「危険なもの」を心配する必要がないのは、神のみを求め、この世界

から何も求めない人だけだ。官能的な欲望と神の知識を一緒にしてはならない。この両

者が両立することはない。 

別の訪問者：私たちは人生で多くの間違いを犯してきました。このような私たちが神と

一つになることはできません。どうすれば改めることができるのでしょうか。 

スワミジ：あなたが、夢の中、夢の世界で、誰かからお金を借りたとする。あなたは借

金をしたことになるが、そのお金をどうやって返すのかね？返済の方法は？あなたは夢

の中で多額のお金を借りてしまった。その借金をどうやって返すのかね？お金を返さな

くとも、夢から目覚めさえすれば即座に借金は返済される。これがあなたの質問に対す

る答えだ。どのような行為をしたとしても、神に到達すれば、それらは一瞬にして効力

を失う。それが目覚めと呼ばれるものだ。霊的な目覚めだ。眠りから目覚めると借金が

無くなるように、霊的な目覚めによって、あなたの行為すべての効力が消滅する。目覚

めることによって、すべての借りが返済されたのだ。 

訪問者：心配する必要はないということですか？ 
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スワミジ：目が覚めた後も、夢のことを心配するかね？ 

訪問者：いいえ。 

スワミジ：では、なぜまだこの話をしているのかね？それは、あなたがまだ目覚めてい

ないからだ。あなたはまだ夢を見ている。だから苦しむのだ。目を覚ましなさい。そう

すれば借金は一瞬で返すことができる。夢の中での行為は、目が覚めたら何の影響も持

たない。カルマはすべて消滅するのだ。カルマは無くなる。目が覚めたら、カルマは完

全に消滅したのだ。どうだね？ 

訪問者：素晴らしい回答です。 

スワミジ：このことを忘れないようにしなさい。そうすれば心は平和になる。感情的に

なって、いたずらに自分を混乱させないことだ。 

 

― OM ― 


